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第 3 茸はノボルナジエン誘導体に対する過酸化ベンゾイルの反応に関するもので, 銅塩を触媒とし, 7･
ベンゾイルオキシ体アンチ ･9･ ベンゾイルオキシ体を得, 加水分解により対応するアルコールとする新手
法をあみだしている｡






のみではないようである｡ これについて検討するため, 種々の置換基を有するベンゾ体を合成し, ベンゼ
ン核上の電子密度差と加酷分解速度との関係を調べたが, その相違は単に静電気的効果のみでは説明でき





与える時とがある｡ 掲題の反応を精査して, 三環化合物を捕えたが, それがまた原系保持体に変化するこ
とを認め, また三環体の構造をつきとめて従来の非古典的陽イオン説に疑問を投じている｡
第6茸はアンチおよびシン･7･ ボルナジユニルアミンの合成と, その脱アミン反応に関する研究 を記
したものである｡ 亜硝酸による脱アミノ反応は反応性に富む炭素陽イオンを経由して行なわれるが, シン
およびアンチアミンをそれぞれ合成し, 脱アミノ化を試みたところ, アンチアミンからほ原系のまま, シ
ンアミンからは骨格変化をしたもののみが得られることを認め, 反応位の背面から隣接基関与効果が反応
を支配するものであることを認めている｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨








し, 過酸化ベンゾイルの作用により, 該メタン位にベンゾイルオキシ基を入れ, それより該当アルコール














これを要するに本論文は多環性化合物の特殊反応位置を利用して, 有機反応本体の二 三を精査し, そ
の影響を調べたものであって学術上貢献するところ大なるものがある0
したがってこの論文は工学博士の学位論文として価値があるものと認める｡
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